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Q１．下期の販売計画に関して、不動産商品と建築商品の件数の割合が変更になっていますが、その理

由を教えてください。 

A１．仕入れの段階では不動産商品として販売計画を立てていたものがオーナー様の意向（自己使用等

で建築から関与したい）等の理由で当初不動産商品として計画していたものから建築商品へ変更する

こともあります。 

 

Q２．下期粗利益率の見込みについて教えてください。 

A２． 基本的には昨年並みの粗利益率を予定しております。但し、工事の特殊要因等により見込んで

いない原価などが発生した場合には多少変動することもあります。 

 

Q３．期末売却見込みのものが「期ずれ」となるリスクはあるのか教えてください。 

A３．金融機関の融資姿勢は今も変わっていることもありローンの状況等によりないとは言えません。

ただし当社もその辺を想定して準備は進めています。 

 

Q４．「資産まもる君」の状況について教えてください。 

A４．面談数は１４４名（１０月末日現在）となります。一日平均３件前後、税理士と面談しており、

現在も数多くの方に使用して頂けるよう提供しています。利用率は２割程度となりますが、契約も２

件ほど出てきています。 

 

Ｑ５．グランファンディングの進捗状況について教えてください。 

Ａ５．当社の１号案件 GD 用賀は一棟売りに変更し、現在は 2 号案件を検討中です。税理士からは一

棟商品だけでなく小口商品についても問い合わせを頂いており、相続対策や暦年贈与対策での提案商

品として興味を持っていただいております。 

 

  Q６．上期粗利率が前年同期比と比較し低下している要因について教えてください。 

  Ａ６．上期売上高の中には粗利益率の低い大型物件があったため、その物件が全体としての粗利益率

を押し下げる要因となりました。また一部建築商品において特殊要因により粗利益率低下の要因とな

る物件もありました。今後の利益率は昨年度並みになるものと想定しております。 

 

 Ｑ７．不特法への対応は任意組合方式か教えてください。 

A７．その通りです。当社が手掛ける不動産小口化商品は任意組合方式であり、相続や暦年贈与にも活

用いただける商品となります。 


